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【目的1

　Mertiiereffa　 afpfnas を 用 L、た ア ラキ ドン酸の 生 産 にお け る
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糸状 に 菌糸 を伸ばす糸状菌類は 、 培養時の 環境 に よ り様 々 な菌糸形態 を形成

す る 。
こ の よ うな形態の 変化 は 目的生 産物 の 生産 に大 きな影響を及ぼ す こ とをすで に報

告 した 。 本研究で は、培養条件 を変化 させ る こ とに よ っ て 様々 な菌糸形態 を得 、 画像解

析 に よ りア ラキ ドン 酸生 産 に 適 した形態の 評価 を行い 、得 られ た知見 を報告す る 。

【方法及 び結剰 　　ア ラキ ドン 酸生産 菌で ある Mortierel！a　ajpina 　CBS 　754 ．68 を用 い 、6

種類の 窒素源を用 い て 培養 を行 っ た，，培地は グル コ
ー

ス 4％，窒素源 1％，（pH6 ．0）を用

い た 。 菌糸形態 は画像解 析 を行 うこ とに よ っ て評価 した 。 Yeast　extract （YE ），　Gluten　 mea ］

（GM ），　Corn　steepliqu 。r （CSI、）を用い た場合 は 、
ペ レ ッ トは滑 らか な球形 を形成 して い る が

pharmamedia　lpM）、　Fish　meal （FM ），　Soybean 　meal （SM ｝を用 い る と粗 い ペ レ ッ トを形成 した 。

培養 にお い て 回転振 とう器 と往復振 とう器 、 培地 と して 貧栄養状態と富栄養状態で 検討

した とこ ろ 、 菌糸形態 の 小型 化 （平均 面積 ：0．70mm2 ）が見 られ、ア ラ キ ドン 酸生産性が

2 倍 に向上 した 、，
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高 ア ラ キ ドン 酸 生 産 の 実現 （サ ン トリ
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［目的1菌体内産 物 で あ る ア ラ キ ドン 酸 の 高生産実規 の た め に は高 菌体濃度培養 は不 叮

欠で あ り、菌形態制御 が重要 な鍵 となろ　本研 究 で は 、培 地塩類組成 の 菌形 態 へ の 影

響 に つ い て 解析 し、そ の 結果 を基に 上 業規模 へ の ス ク
ー

ル ア ッ フ を試み た、

［方法及 び 結果1認 o爵 げ θ跏 tl！pina　IS・4 株 を用 い 、大豆 タ ン パ ク、 グル コ
ー

ス を基本

培 地 と し て 添 加塩類 組 成 の 検討 を行 っ た ，そ の 結果 、］OL ジ ャ
ー一

を用 い た 実 験で 、

KH2Pq 、　 Na2SO 　I、　CaCl2及び MgCl
、
の 添 加が ア ラ キ ドン 酸生 産性 を L5 倍 増大 させ

る事が確認 され 、 菌形態 は 主 と して ペ レ ッ ト状 （直径 1・2mm ）で あ っ だ ．さ ら に 、

KH2P （⊃．g の み の 添 加 で は 主 と し て ハ ル フ 形 態 を 、）K”aLaSO1 、　 Ca，　C］
、
，及 び MgCl2 の 添 加

で は よ り大 きな ヘ レ ッ ト （2・4mm ）形 態を示 す串 を確認 した 、最 適化 され た 塩 類添 加

条件 で IOk9 、 培 養槽 ヘ ス ケ
ー一

ル ア ソ フ を術 っ た結果 、ユ0 日間培養 で ア ラ キ ドン 酸 生成

量 13．5g！L、乾燥菌体濃度 6091L の 高濃度培 養 を実現 した
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